
 

決算書掲載頁　P235

社会教育の推進のため総合的な見地から審議を行う社会教育委員会議を設置・運営する。また、審議された内容を、社
会教育の推進のための施策に生かすため。
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ては、各団体と協力しながら取組を進めていく。
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細事業：社会教育委員会議事業                                

１．社会教育委員会議・公民館運営審議会業務 

 本市における生涯学習･社会教育の振興方策等について、広く市民の意見を反映するため、社会教育委員

会議及び公民館運営審議会を開催した。平成２４年度は、｢今後の家庭教育支援の方策｣について、検討・討

議を行い、取り組み方針をまとめた。 

 また、「今後の公民館のあり方について」の諮問があり、答申提出に向けての検討を開始した。 

 

＜社会教育委員会議及び公民館運営審議会委員活動状況＞ 

活動日 議案等 備考 

７月 ２日（月） 
教育委員会各課の重点施策について 

平成 24 年度の公民館の取り組みについて 
全体会議 

９月 ７日（金） 近畿地区社会教育研究大会（兵庫大会）へ参加 ３名参加 

１０月 １５日（月） 

駅前子ども教室について 

くろまろ生涯学習プランの進捗状況について 

親学について 

全体会議 

１１月 ８日（木） 親学推進について 部会 

１１月 ２０日（火） 中河内・南河内地区社会教育委員研究協議会へ参加 １名参加 

１２月 ５日（水） 親学推進について 部会 

１月 １０日（木） 親学推進について 部会 

２月 ４日（月） 親学推進について 部会 

２月 １５日（金） 大阪府社会教育研究会議 ４名参加 

３月 ４日（月） 
家庭教育支援の今後の方策について 

今後の公民館のあり方について 
全体会議 

３月 ２８日（木） 今後の公民館のあり方について 全体会議 

 

家庭教育支援の今後の方策について検討し、『親力 up』のための取組みについて、様々な提案を受けた。 

 

親力ｕｐ ロゴ 

【主な提案内容】 
 ①『あいさつ』することの大切さを再認識する。 

  「あいさつ」をすることは、物事の基本であるので、 

  家庭内だけではなく、地域内で「あいさつ」をするこ 

とにより、地域と家庭のつながりが生まれてくる。 

 ②地域で「名前」を覚えるしかけづくり 

  各地域で開催されている様々なイベントの際に、 

  名札をつけるなど、地域の人どうしが名前を覚え 

るような取組みを行う。名前を覚えることにより 

人と人とが自然とつながってくる。 

 ③「子どもは地域で育てる」「地域の大人はみんな 

『親』」という気持ちを持ち、子どもや子育て中の 

親を支援していく「親力ｕｐ」キャンペーンを展 

開する。 
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○お もいやり 

○や さしさ 

○り かい 

○よ ろこび 

○く じけない心 


